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stalkが出現するD また、 8細胞期日主や初期反転過程で原形質橋より幅広く細胞を連結している thickbridge 
の存在が初めて明らかになった。原形質橋は、細胞の中央付近から細抱の後端まで移動するが、柄では観察
されなかった。そのため、反転が不完全な状態で intercalationが進行し、半球状の平板な細胞群体が形成さ














ある。ボルボックス自クレードの Gonium以前の分岐は Chlamydomonasなどの単細胞性緑藻だから、 Gonium
は、多細胞体制を獲得した最初のボルボックス自藻類とみなせる。このことに注目し、 Goniumがもっ群体
形成の特徴に多細胞の進化の初期状態を探索したものであり、すぐれた着服といえる。その結果、 Gonium
にも原形質橋が存在すること、群体形成中の細胞の細胞骨格は未発達で、細胞後端まで達しないこと、細胞
後端に柄が形成されないことなどの性質に注目することで、ボルボックス自における反転の進化と多様化を
考察することを可能にしている。モデル生物のぬんoxcarteriでは、形質転換系が確立され、反転のしくみが
分子レベルで研究されているが、ボルボックス日全体における進化を分子レベルで理解するには、本研究の
ような地道な観察と記録を蓄積していくことが不可欠である。多くのボルボックス自藻類については、まだ
形態的記載が不十分で、あり、本研究は、ボルボックス自における進化と多様化について、新たな知見を提供
したものとして評価できる。一方で、扇平な群体をもっPlaかdon"naは反転後の細胞の潜り込みによって形
成されるが、群体形成におけるこの潜り込み (intercalation)の意味は長らく不明だ、った。本研究は、不完全
な反転後に正しい細胞配置を実現する現象であることを明らかにしており、この点でもボルボックス自の研
究に貢献しているといえる。
平成 23年5月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
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を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定されたD よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認め
る。
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